












乙 解答例

1 [これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。]

問 1 sin 2α = 2 sinα cosα = 2
sinα

cosα
cos2 α =

2 tanα

1 + tan2 α
=

5

13

問 2 n は二進法で表すと 2022桁なので 22021 ≦ n < 22022 である。よって

2021 log10 2 ≦ log10 n < 2022 log10 2 ⇒ 608.321 ≦ log10 n < 608.622

なので 608 ≦ log10 n < 609 すなわち 10608 ≦ n < 10609 が成り立つ。従って n を十進法で表すと

609桁。

問 3 f(x)を g(x)で割ると

f(x) = g(x)
(
x2 − x+ (a− b+ 1)

)
+
(
(b− 2)− (a− b+ 1)

)
x+ 3− b(a− b+ 1)

となる。f(x)が g(x)で割り切れる必要十分条件は，次の 2つの等式

b− 2 = a− b+ 1 · · · · · · 1⃝
3 = b(a− b+ 1) · · · · · · 2⃝

がともに成り立つことである。ここで式 1⃝を式 2⃝に代入すると，3 = b(b− 2)となるのでこれを解く

と b = 3, −1である。式 1⃝より，a = 2b− 3である。したがって式 1⃝と式 2⃝がともに成り立つなら

ば，実数の組 (a, b) は (3, 3) か (−5,−1) のいずれかである。一方で (a, b) が (3, 3) あるいは (−5,−1)

であるならば，式 1⃝と式 2⃝をともに満たすので，求める実数の組は (3, 3)と (−5,−1)である。
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2 [これと解法が違っていても同じ結論が正しい論理により導かれていれば正解です。]

問 1 点 (a,−a2 + 2a)における C1 の接線の方程式は

y = (−2a+ 2)(x− a)− a2 + 2a · · · · · · 1⃝

である。同様に，点 (b, 2b2 − 4b+ 9)における C2 の接線の方程式は

y = (4b− 4)(x− b) + 2b2 − 4b+ 9 · · · · · · 2⃝

である。 1⃝と 2⃝が同一の直線を表すための必要十分条件は

− 2a+ 2 = 4b− 4 · · · · · · 3⃝
a2 = −2b2 + 9 · · · · · · 4⃝

がともに成り立つことである。 3⃝ より，a = −2b + 3。これを 4⃝ に代入して b = 0, 2。b = 0 のとき

a = 3，b = 2のとき a = −1である。よって求める直線の方程式は y = −4x+ 9および y = 4x+ 1

問 2 直線 y = 4x+ 1と放物線 C1 の接点の x座標は −1であり，直線 y = −4x+ 9と放物線 C1 の接点の x

座標は 3である。また，直線 y = 4x+1と 直線 y = −4x+9の共有点の x座標は 1である。よって求

める面積は ∫ 1

−1

(4x+ 1− (−x2 + 2x)) dx+

∫ 3

1

(−4x+ 9− (−x2 + 2x)) dx

=

∫ 1

−1

(x2 + 2x+ 1) dx+

∫ 3

1

(x2 − 6x+ 9) dx

=

[
x3

3
+ x2 + x

]1
−1

+

[
x3

3
− 3x2 + 9x

]3
1

=
16

3

O

y

x
−1

1
3
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